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千
住
の
酒
合
戦
と
闘と

う
い
ん
ず
か
ん

飲
図
巻　
（
一
）

�

佐
　
藤
　
秀
　
樹

　

文
化
十
二（
一
八
一
五
）

年
の
千
住
の
酒
合
戦
の
後

に
つ
く
ら
れ
た
闘
飲
図
巻

の
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

る
。
巻
頭
の
大
書
が
「
高

陽
闘
飲
」
の
も
の
と
「
太

平
餘
化
」
の
も
の
が
あ
る

が
、
同
時
期
に
つ
く
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。

　

図
巻
を
構
成
す
る
大
田

南
畝
の
「
後
水
鳥
記
」
を

精
査
す
る
と
、
高
陽
闘
飲

の
系
統
（
流
布
本
）
と
太

平
餘
化
の
系
統
（
別
本
）

で
は
内
容
に
違
い
は
な
い

も
の
の
、
現
存
す
る
草
稿

と
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有

の
脱
漏
部
分
が
あ
り
、
主

要
な
見
物
客
で
あ
る
酒
井

抱
一
・
谷
文
晁
・
亀
田
鵬

斎
の
表
記
も
明
瞭
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　

流
布
本
は
、
会
津
の
旅
人
河
田
某
の
部

分
で
「
き
か
し
む
る
に
、
次
の
日
辰
の
と

き
に
出
立
し
と
な
ん
」の
書
漏
れ
が
あ
り
、

文
が
不
自
然
に
途
切
れ
る
。
見
物
客
の
表

記
は
「
屠（

酒
井
抱
一
）

龍
公
・
文
晁
・
鵬
斎
」
と
な
る
。

別
本
は
、
盃
の
名
称
の
部
分
に
「
一
升
五

合
入　

緑
（
み
の
が
め
の
さ
か
ず
き
）

毛
亀
盃
」
の
書
漏
れ
が
あ
り
、

使
用
さ
れ
た
盃
は
五
つ
で
、
一
升
五
合
入

で
あ
る
万ま

ん
じ
ゅ
む
き
ゅ
う
の
さ
か
ず
き

寿
無
疆
盃
は
二
升
五
合
入
の
よ

う
に
記
さ
れ
る
。
見
物
客
の
表
記
は
「
抱

一
君
・
写
山
・
鵬
斎
」
と
な
る
。

　

流
布
本
は
、
日
本
随
筆
大
成
な
ど
に
収

め
ら
れ
る
大
田
南
畝
『
一
話
一
言
』
の
翻

刻
の
際
に
、
図
巻
か
ら
「
後
水
鳥
記
」
を

追
補
し
た
「
高
陽
闘
飲
巻
」
や
江
戸
叢
書

の
『
高
陽
闘
飲　

後
水
鳥
記
』
の
翻
刻
で

容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
た
め
、

流
布
本
と
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
ど
ち
ら
も
底
本
と
な
っ
た
図

巻
の
誤
写
・
脱
漏
と
い
う
不
備
か
ら
正
し

い
姿
は
伝
え
て
い
な
い
。
わ
か
り
易
い
箇

所
と
し
て
は
、
門
前
の
聯
が
正
し
く
「
南

山
道
人
書
」
と
記
さ
れ
ず
、「
雨
山
先
生
」・

「
南
畝
老
人
」
と
記
さ
れ
る
。

　

南
畝
の
自
筆
草
稿
「
後
水
鳥
記
」
は
、

天
理
図
書
館
蔵
の
『
蜀
山
雑
稿
』
に
収
め

ら
れ
る
。
草
稿
と
の
比
較
で
は
、
こ
れ
ま

で
見
た
流
布
本
の
図
巻
や
写
本
の
中
で
、

安
政
六
年
・
山
本
琴
谷
摸
の
福
嶋
憲
太
郎

氏
旧
蔵
の
『
高
陽
闘
飲
巻
』
図
巻
が
最
も

原
形
を
保
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

別
本
は
、
足
立
史
談
76
・
77
・
78
号
に

瀧
善
成
氏
が
報
告
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
の

図
巻
（『
闘
飲
記
』）
が
代
表
的
な
も
の
で

あ
る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
図
巻
を
瀧

氏
は
、
印
影
を
主
な
根
拠
と
し
て
、
流
布

本
の
原
本
と
考
察
さ
れ
た
が
適
切
と
は
い

え
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
特
徴
的
な
脱

漏
か
ら
、
成
立
時
期
が
異
な
る
別
系
統
の

も
の
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

別
本
を
見
る
に
は
、
早
稲
田
大
学
図
書

館
蔵
の
図
巻
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
画

像
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
高
陽
闘
飲
」

で
検
索
す
れ
ば
容
易
に
探
す
こ
と
が
で
き

る
。
精
密
な
摸
本
で
画
像
も
高
画
質
の
も

の
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
図
巻
に
似

る
が
、巻
頭
の
引
首
印
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

引
首
印
の
な
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
図
巻
を

写
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

足
立
区
立
郷
土
博
物
館
蔵
の
『
後
水
鳥

記
』
図
巻
も
別
本
だ
が
、
谷
文
一
の
闘
飲

図
と
南
畝
の
「
後
水
鳥
記
」
で
構
成
さ
れ

る
抄
録
版
で
、
後
半
分
は
余
白
で
あ
る
。

抄
録
版
で
あ
る
以
上
に
、
こ
の
図
巻
は
特

異
で
あ
る
。
闘
飲
図
で
は
、
通
常
は
参
加

者
の
脇
に
座
る
だ
け
の
人
物
が
起
ち
上
が

り
、
大
盃
に
酒
を
注
い
で
い
る
（
上
段
写

真
）。「
後
水
鳥
記
」
も
、
他
の
別
本
で
は

脱
漏
す
る
、
盃
の
名
称
前
の
「
出
す
そ
の

盃
は
」
が
正
し
く
記
さ
れ
る
。
左
に
寄
る

南
畝
の
書
癖
や
文
末
の
居
号
「
緇（

し
り
ん
ろ
う
）

林
楼
」

の
筆
跡
か
ら
こ
の
図
巻
は
南
畝
自
筆
と
認

め
ら
れ
る
。

　

図
巻
の
見
返
し
の
「
春
城
清
玩
」
の
蔵
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書
印
か
ら
早
稲
田
大
学
初
代
図
書
館
長
市

嶋
春
城
氏
旧
蔵
と
わ
か
る
。
早
稲
田
大
学

図
書
館
蔵
『
安
田
文
庫
へ
譲
り
渡
し
写
図

書
目
録
、
割
譲
目
録
副
本
』
に
「
蜀
山
後

水
鳥
記
」
と
あ
る
の
が
、
こ
の
図
巻
と
み

ら
れ
る
。
安
田
文
庫
は
二
代
目
安
田
善
次

郎
氏
の
著
名
コ
レ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

郷
土
博
物
館
蔵
の
図
巻
は
、
小
山
田
与

清
『
擁
書
楼
日
記
』
文
化
一
四
（
一
八
一

七
）
三
月
三
十
日
に
記
載
の
南
畝
が
贈
っ

た
「
続
水
鳥
記
」
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
別

本
の
成
立
は
文
化
一
四
年
と
考
え
る
。
与

清
の
蔵
書
は
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年

水
戸
藩
に
献
納
さ
れ
た
が
、
献
納
目
録
に

「
続
（
後
）
水
鳥
記
」
の
記
載
は
な
い
。

�

（
元
郷
土
博
物
館
職
員
）

「
荒
川
の
五
色
桜
」
異
聞

　
舩
津
静
作
と
チ
ェ
リ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ム

樋
　
口
　
惠
　
一

　

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
阿
部
菜
穂
子
さ
ん
が
、
今
年
３

月
に
、「
チ
ェ
リ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ム
」（
岩

波
書
店
）
を
出
版
し
た
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ

ス
の
桜
収
集
家
・
桜
研
究
家
で
あ
る
コ
リ

ン
グ
ウ
ッ
ド
・
イ
ン
グ
ラ
ム
（
一
八
八
〇

―
一
九
八
一
）
に
つ
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ム

の
孫
な
ど
が
保
管
し
て
い
る
日
記
や
資
料

な
ど
を
調
べ
上
げ
、
本
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
イ
ン
グ
ラ
ム
の
日
記
の
な
か
に

「
荒
川
の
五
色
桜
」
と
そ
の
桜
守
で
あ
る

舩
津
静
作
（
一
八
五
八
―
一
九
二
九
）
に

つ
い
て
の
詳
細
の
記
述
が
あ
り
、
貴
重
な

資
料
な
の
で
阿
部
菜
穂
子
さ
ん
に
資
料
を

頂
き
、
こ
こ
に
ま
と
め
て
み
た
。

一
　
舩
津
静
作
と
イ
ン
グ
ラ
ム
の
出
会
い

　

イ
ン
グ
ラ
ム
の
日
記
に
よ
る
と
、
イ
ン

グ
ラ
ム
が
日
本
の
桜
を
調
査
す
る
た
め
に

来
日
し
た
の
は
、
今
か
ら
九
十
年
前
の
大

正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
で
あ
る
。

　

イ
ン
グ
ラ
ム
が
日
本
の
桜
に
つ
い
て
興

味
を
持
っ
た
の
は
、
一
九
一
九
年
、
こ
の

来
日
の
七
年
前
、
ド
ー
バ
ー
海
峡
に
近
い

ケ
ン
ト
州
の
べ
ネ
ン
ド
ン
に
新
居
を
購
入

し
た
時
で
あ
る
。「
ザ
・
グ
レ
ン
ジ
」
と

呼
ば
れ
た
貴
族
の
別
荘
で
、
そ
こ
に
植
え

ら
れ
て
い
た
日
本
の
桜
（
の
ち
に
「
北
斎
」

と
命
名
）
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
か
ら

で
あ
る
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
植

木
商
は
も
と
よ
り
日
本
の
植
物
専
門
商
社

や
ア
メ
リ
カ
の
植
木
会
社
な
ど
を
通
じ
、

多
く
の
日
本
の
桜
を
調
達
し
、「
ザ
・
グ

レ
ン
ジ
」
に
植
え
た
。
一
九
二
五
年
に
お

け
る
「
ザ
・
グ
レ
ン
ジ
」
に
お
け
る
日
本

の
桜
の
品
種
は
七
十
種
に
も
お
よ
ん
だ
。

　

イ
ン
グ
ラ
ム
は
、
こ
の
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
遊
学
中
の
鷹
司
信
輔
と
イ
ギ
リ
ス
で
知

り
合
い
、
鷹
司
に
日
本
で
の
桜
の
調
査
協

力
を
依
頼
す
る
。
イ
ン
グ
ラ
ム
は
七
十
種

類
の
桜
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
多
く
の
日

本
の
桜
を
収
集
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
鷹
司
は
、
初
代
渋
沢
栄
一
の
後
を
継

ぎ
、
二
代
目
の
「
櫻
の
會
」
会
頭
に
就
任

す
る
人
物
で
あ
る
。
鷹
司
は
、
後
述
す
る

「
太
白
」
の
命
名
者
で
も
あ
る
。

　

鷹
司
の
お
か
げ
で
、
イ
ン
グ
ラ
ム
の
日

本
で
の
桜
の
調
査
は
順
調
に
進
む
こ
と
と

な
る
。

　

こ
の
調
査
の
一
環
と
し
て
、
当
時
南
足

立
郡
江
北
村
の
舩
津
静
作
の
も
と
を
訪
れ

た
の
は
、四
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

舩
津
静
作
を
訪
ね
た
際
、「
櫻
の
會
」
の

事
務
局
を
務
め
て
い
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
の

前
総
支
配
人
林
愛
作
が
通
訳
を
兼
ね
て
同

行
し
て
い
た
。

　

荒
川
堤
の
桜
は
、「
荒
川
の
五
色
桜
」

ま
た
は
「
江
北
の
五
色
桜
」
と
呼
ば
れ
、

主
に
江
戸
時
代
に
栽
培
さ
れ
た
里
桜
の
う

ち
、
染
井
の
植
木
屋
「
梅
芳
園
」・
高
木

孫
右
衛
門
が
集
め
た
七
十
八
品
種
、
約

三
千
本
の
桜
の
こ
と
を
い
う
。
あ
と
で
補

植
さ
れ
た
も
の
を
合
わ
せ
る
と
百
九
品
種

が
植
え
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
当
時
、

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
的
に
も
有
名
な
里

桜
の
名
所
に
な
っ
て
い
た
。

　

舩
津
静
作
は
こ
れ
ら
の
桜
の
樹
形
や
花

の
色
、
大
き
さ
な
ど
に
つ
い
て
独
自
に
研

究
を
行
い
、
品
種
判
定
で
は
右
に
出
る
者

が
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
桜
博
士
と
言
わ

れ
た
東
京
大
学
の
三
好
学
博
士
も
、
桜
の

研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
舩
津
静
作
に
教
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

イ
ン
グ
ラ
ム
は
、
訪
ね
た
舩
津
邸
で
、

静
作
が
角
井
厚
吉
に
描
か
せ
た
五
十
七
枚

の
「
江
北
桜
譜
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

花
の
特
徴
な
ど
詳
細
の
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
静
作
は
奥
の
部
屋
か
ら
一
幅
の

掛
け
軸
を
出
し
、
描
か
れ
た
桜
の
絵
を
イ

ン
グ
ラ
ム
に
見
せ
た
。「
こ
の
桜
は
、
私

の
曽
祖
父
（
※
舩
津
久
五
郎
、
絵
師
文
渕

か
〈
編
〉）
が
百
三
十
年
以
上
前
に
描
い

た
も
の
で
す
。
昔
は
京
都
付
近
で
見
ら
れ

た
が
、
ど
う
も
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
ら
し

い
、
ど
こ
を
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
の

で
す
」
と
伝
え
た
。
そ
の
桜
は
並
外
れ
て

大
き
い
、
一
重
の
真
っ
白
な
桜
で
、
名
前

を
「
ア
カ
ツ
キ
」
と
い
っ
た
。

　

そ
の
掛
け
軸
の
桜
を
見
て
イ
ン
グ
ラ
ム

は
驚
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ト
州
に
あ

る
自
分
の
家
の
庭
に
あ
る
桜（
グ
レ
イ
ト
・

ホ
ワ
イ
ト
・
チ
ェ
リ
ー　

日
本
名
は
「
太

白
」）
に
間
違
い
な
か
っ
た
。

　
「
舩
津
さ
ん
に
伝
え
て
下
さ
い
。
私
の

庭
に
こ
の
桜
が
あ
り
ま
す
」
と
、
通
訳
の

林
が
伝
え
る
と
、
静
作
は
黙
っ
て
た
だ
ほ

ほ
笑
み
、
イ
ン
グ
ラ
ム
に
向
か
っ
て
深
々

と
頭
を
下
げ
た
と
い
う
。

　
「
舩
津
さ
ん
は
私
の
話
を
信
じ
て
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
必
ず
、
こ
の
桜

を
日
本
に
里
帰
り
さ
せ
る
」、
イ
ン
グ
ラ

ム
は
こ
う
心
に
誓
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
静
作
の
案
内
で
荒
川
堤
の

桜
を
見
た
。
イ
ン
グ
ラ
ム
は
そ
の
時
の
様

子
を
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
園
芸
雑
誌
へ
寄
稿

し
た
記
事
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。

　
「
静
作
は
ま
る
で
、
愛
情
深
い
親
が
わ

が
子
の
自
慢
話
を
す
る
よ
う
に
、
一
本
一

本
の
桜
に
つ
い
て
、
そ
の
美
し
さ
や
値
打

ち
を
語
っ
て
く
れ
た
。
フ
ナ
ツ
氏
の
瞳
は

桜
へ
の
情
愛
で
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
お

り
、
私
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
た
」

二
　
太
白
の
里
帰
り

　

イ
ギ
リ
ス
へ
帰
っ
た
翌
年
、
昭
和
二
年

の
冬
、イ
ン
グ
ラ
ム
は「
櫻
の
會
」あ
て「
太

白
」
の
穂
木
を
送
付
し
た
が
、
日
本
に
着

い
た
穂
木
は
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

翌
年
、
鷹
司
の
助
言
で
、
京
都
の
桜
守
・

佐
野
籐
右
衛
門
が
紹
介
さ
れ
る
。
当
時
は

十
四
代
の
籐
右
衛
門
で
、
十
五
代
籐
右
衛

門
と
二
人
で
「
太
白
」
の
里
帰
り
に
取
り

組
む
こ
と
と
な
る
。

　

昭
和
三
年
、
四
年
と
イ
ン
グ
ラ
ム
に
同

じ
よ
う
に
穂
木
を
送
っ
て
も
ら
う
が
、
日

本
に
届
い
た
時
に
は
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い
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た
。
送
付
中
の
乾
燥
が
原
因
か
と
、
昭
和

五
年
に
は
ダ
イ
コ
ン
に
挿
し
て
送
っ
て
も

ら
う
が
、
同
じ
よ
う
に
枯
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
。

　

十
五
代
佐
野
籐
右
衛
門
は
穂
木
の
輸
送

ル
ー
ト
が
ス
エ
ズ
運
河
経
由
で
、
赤
道
近

く
を
通
る
南
回
り
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。
輸
送
ル
ー
ト
の
寒
暖
差
で
枯
れ
て

し
ま
う
の
で
は
と
推
測
し
た
。

　

そ
こ
で
、
昭
和
七
年
に
は
、
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
経
由
で
穂
木
を
送
付
し
て
く
れ
る
よ

う
イ
ン
グ
ラ
ム
に
依
頼
し
た
。
イ
ン
グ
ラ

ム
は
乾
燥
防
止
に
イ
ギ
リ
ス
の
主
食
で
あ

る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
挿
し
て
梱
包
し
た
。　

　

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
終
点
で
あ
る
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
ナ
ホ
ト
カ
港
を
経
由

し
、
船
で
舞
鶴
港
に
着
い
た
「
太
白
」
の

穂
木
は
、
こ
う
し
て
生
き
て
日
本
に
届
い

た
。
早
速
、
佐
野
籐
右
衛
門
の
手
で
大
島

桜
の
台
木
に
接
ぎ
木
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
か

ら
日
本
へ
の
「
太
白
」
の
里
帰
り
が
実
現

し
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
グ
ラ
ム
が
舩
津
邸
で
掛
け
軸
と
出

会
っ
て
か
ら
六
年
が
た
っ
て
い
た
。「
太

白
」
を
探
し
求
め
て
い
た
舩
津
静
作
は
、

「
太
白
」
の
里
帰
り
が
成
功
す
る
三
年
前
、

昭
和
四
年
に
他
界
し
て
い
る
。

　

静
作
が
「
太
白
」（「
ア
カ
ツ
キ
」）の
里
帰

り
を
知
っ
た
ら
さ
ぞ
喜
ん
だ
で
あ
ろ
う
。

三�

　「
駒
繋
」と
イ
ギ
リ
ス
に
送
っ
た
荒
川
の

五
色
桜

　

大
正
十
五
年
、
イ
ン
グ
ラ
ム
が
荒
川
堤

で
見
た
桜
の
品
種
と
し
て
、「
白
妙
、駒
繋
、

泰
山
府
君
、
手
毬
、
白
雪
」
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
。
丁
度
「
駒
繋
」
が
満
開
だ
っ
た

よ
う
で
、
日
記
で
は
「
一
重
で
、
色
は
白

で
ピ
ン
ク
が
か
っ
て
い
る
。
大
き
さ
は
約

三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
」
と
記
し

て
い
る
。

　

こ
の
「
駒
繋
」
は
、
明
治
十
九
年
に
植

え
ら
れ
た
桜
の
品
種
の
中
に
は
見
当
た
ら

な
い
。
大
正
九
年
に
補
植
さ
れ
た
五
十
九

品
種
の
桜
の
う
ち
の
一
品
種
で
あ
る
。
名

前
の
由
来
は
、
親
鸞
聖
人
が
こ
の
桜
に
馬

を
つ
な
い
だ
故
事
に
よ
る
。
か
つ
て
は
京

都
の
青
蓮
院
の
門
前
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　

荒
川
堤
で
の
そ
の
後
の
調
査
で
は
「
駒

繋
」
の
品
種
名
は
出
て
こ
な
い
。
大
正
九

年
に
植
え
ら
れ
、
偶
然
イ
ン
グ
ラ
ム
の
目

に
留
ま
っ
た
も
の
の
、
ほ
ど
な
く
荒
川
堤

か
ら
姿
を
消
し
た
幻
の
桜
で
あ
る
。

　

現
在
、
多
摩
森
林
科
学
園
な
ど
で
見
ら

れ
る
「
駒
繋
」
は
、
ほ
ぼ
太
白
と
同
じ
形

状
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ム
が
日
記
に
残
し

た
「
駒
繋
」
と
は
明
ら
か
に
違
う
。

　

イ
ン
グ
ラ
ム
の
依
頼
で
、「
櫻
の
会
」

が
昭
和
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
送
付
し
た
荒

川
の
五
色
桜
の
七
品
種
「
手
毬
、
駒
繋
、

一
葉
、
福
禄
寿
、
白
雪
、
便
殿
、
松
月
」

の
な
か
に
こ
の
「
駒
繋
」
が
あ
る
が
、
日

記
で
は
、
接
ぎ
木
し
て
み
た
ら
「
駒
繋
」

で
は
な
く
て
「
白
妙
」
だ
っ
た
の
で
が
っ

か
り
し
た
、
と
の
記
録
が
あ
る
。
阿
部
菜

穂
子
さ
ん
の
調
査
で
は
、
現
在
の
イ
ギ
リ

ス
で
は
「
一
葉
、
福
禄
寿
、
便
殿
、
松
月
、

白
妙
」
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。「
荒
川
の

五
色
桜
」
の
子
孫
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
の
桜
は
イ
ギ
リ
ス
の
王
室

の
庭
園
に
も
植
え
ら
れ
て
い
る
。
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
が
宿
泊
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る

ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
に
隣
接
す
る
「
ウ
イ
ン

ザ
ー
・
グ
レ
ー
ト
・
パ
ー
ク
」
の
一
角
に

は
、
太
白
や
白
妙
な
ど
の
日
本
の
桜
が
植

え
ら
れ
て
い
る
。

　

皇
太
后
と
現
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
、
桜

好
き
で
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

四�

　
都
市
農
業
公
園
な
ど
で
見
ら
れ
る
「
北

斎
」
と
「
太
白
」

　

イ
ン
グ
ラ
ム
ゆ
か
り
の
桜
で
あ
る
こ

の
「
北
斎
」
と
「
太
白
」
は
、
都
市
農
業

公
園
な
ど
区
内
の
公
園
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
二
品
種
の
桜

は
昭
和
五
十
六
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
の

「
桜
の
里
帰
り
事
業
」
で
足
立
区
に
里
帰

り
し
た
三
十
四
品
種
に
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
桜
は
区
内
の
公
園
な
ど
に
植
え

ら
れ
た
り
、
区
民
や
他
自
治
体
な
ど
に
配

布
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
北
斎
」
と
「
太
白
」
は
十
九
世

紀
頃
に
日
本
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
イ

ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ア
メ
リ

カ
か
ら
日
本
に
里
帰
り
し
た
、
い
わ
ば
地

球
を
一
周
し
た
珍
し
い
桜
と
い
え
る
。「
北

斎
」
は
品
種
と
し
て
も
珍
し
く
、
花
び
ら

は
八
重
で
ピ
ン
ク
、
内
側
は
白
く
、
中
心

部
は
濃
い
緑
、
花
弁
が
や
や
ら
せ
ん
状
に

咲
く
気
品
漂
う
綺
麗
な
桜
で
あ
る
。「
太

白
」
は
花
の
大
き
さ
が
約
五
．
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
と
並
外
れ
て
大
き
く
、
一
重
の

純
白
の
桜
で
、一
目
で「
太
白
」と
わ
か
る
。

　
「
北
斎
」
は
公
園
な
ど
に
植
え
ら
れ
た

り
、
区
民
に
配
布
さ
れ
た
が
、
樹
名
板
が

つ
け
ら
れ
、
品
種
管
理
が
徹
底
し
て
い
る

の
は
、
こ
の
都
市
農
業
公
園
の
「
北
斎
」

だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

　

来
年
の
桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
チ
ェ

リ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ム
を
魅
了
し
、
お
そ
ら

く
一
世
紀
を
超
え
て
日
本
に
里
帰
り
し
た

「
北
斎
」
と
、
荒
川
の
五
色
桜
の
桜
守
・

舩
津
静
作
が
長
く
探
し
求
め
た
「
太
白
」

（
ア
カ
ツ
キ
）
を
、
都
市
農
業
公
園
な
ど

で
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　

※�

「
櫻
の
會
」は
大
正
六
年
創
立
、
戦
中

の
昭
和
十
八
年
頃
に
自
然
消
滅
し
た
。

【
参
考
資
料
】　

「
イ
ン
グ
ラ
ム
の
日
記
」�安
部
菜
穂
子
提
供

『
チ
ェ
リ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ム
』
安
部
菜
穂

子
著　

岩
波
書
店　

二
〇
一
六
年

�

（
桜
研
究
家
　
元
足
立
区
職
員
）

北　斎
撮影　都市農業公園
2016年4月

太　白
撮影　都市農業公園
2016年4月1926年来日時のイングラム博士

（当時の新聞の切抜き）
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江
戸
時
代
の
初
め
に
綾
瀬
川
は
花
又
村

榎
戸
で
南
へ
真
っ
直
ぐ
に
流
れ
る
川
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
嘉
兵
衛
新
田
は
東
西

に
分
断
さ
れ
た
村
に
な
り
ま
し
た
。

　

旧
嘉
兵
衛
新
田
の
稲
荷
神
社
は
西
加
平

の
鎮
守
と
し
て
祭
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

首
都
高
速
道
路
の
加
平
イ
ン
タ
ー
の
設
置

の
た
め
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
石
造

の
天
祖
神
社
を
合
祀
し
、
昭
和
四
十
九
年

西
加
平
神
社
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
区
画
整
理
事
業
は
続
行
中
で
、
整

地
さ
れ
た
敷
地
に
は
植
え
た
ば
か
り
の
若

木
が
陽
射
し
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

（
足
立
史
談
会
副
会
長
）
〈再生紙を使用しています〉

ス
タ
デ
ィ
デ
イ
開
催

　

当
館
で
は
、
三
月
十
三
日
か
ら
五
月

二
十
二
日
ま
で
の
間
、「
文
化
遺
産
調
査

　

特
別
展　

美
と
知
性
の
宝
庫　

足
立
」

と
題
す
る
展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。
文
化

遺
産
調
査
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
、
足

立
区
の
仏
教
遺
産
、
生
活
資
料
、
歴
史
画

像
資
料
の
三
分
野
を
対
象
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
二
十
七
年
度
よ
り
新
た
に

美
術
資
料
を
中
心
と
し
た
第
二
次
文
化
遺

産
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
回
の
展
示

も
そ
の
成
果
を
公
表
し
た
も
の
で
す
。
幸

い
な
こ
と
に
、
区
民
の
方
は
も
と
よ
り
、

美
術
史
を
研
究
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
も

大
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

展
示
期
間
中
に
は
、
関
連
事
業
と
し
て

五
月
十
五
日
に
「
ス
タ
デ
ィ
デ
イ　

足
立

区
立
郷
土
博
物
館
―
展
覧
会
へ
の
新
し
い

ア
プ
ロ
ー
チ
―
」
を
当
館
講
堂
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。
ス
タ
デ
ィ
デ
イ
と
い
う

言
葉
は
、
日
本
で
は
ま
だ
馴
染
み
の
薄
い

言
葉
で
す
が
、
世
界
の
博
物
館
・
美
術
館

で
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

公
開
研
究
会
と
い
っ
た
意
味
の
言
葉
で
す
。

当
日
は
、
展
示
の
調
査
・
展
示
等
の
ご
指

導
を
い
た
だ
い
た
三
人
の
先
生
方
に
研
究

の
成
果
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

武
蔵
野
美
術
大
学
の
玉
蟲
敏
子
教
授
に

は
「
舩
津
文
渕
写
『
屠
龍
之
技
』
―
弟
子

世
代
に
お
け
る
抱
一
と
文
晁
―
」
と
題
し

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
館
で
は
、
谷

文
晁
の
弟
子
で
、
上
沼
田
村
（
現
足
立
区

江
北
）
の
絵
師
だ
っ
た
舩
津
文
渕
が
筆
写

し
た
酒
井
抱
一
の
『
屠
龍
之
技
』
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
玉
蟲
教

授
は
口
絵
部
分
に
あ
た
る
場
所
に
鈴
木
其

一
の
「
墨
梅
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
指
摘
し
、
谷
文
晁
・
酒
井
抱
一
・

鈴
木
其
一
、
そ
し
て
舩
津
文
渕
の
四
人
が

資
料
の
中
で
出
会
っ
た
こ
と
の
意
味
を
考

察
さ
れ
、
同
書
が
日
本
美
術
史
を
研
究
す

る
上
で
も
大
変
貴
重
で
あ
る
と
の
お
話
で

し
た
。

　

昭
和
女
子
大
学
の
鶴
岡
明
美
准
教
授
に

は
「
写
山
楼
の
新
研
究
―
文
晁
・
文
一
と

そ
の
後
―
」
と
題
し
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
不
明
確
だ
っ
た
谷
文
晁
の

画
塾
で
あ
る
写
山
楼
の
位
置
を
推
定
し
、

谷
家
の
身
分
と
写
山
楼
の
場
所
が
関
係
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、文
晁
の
養
子
で
あ
る
文
一（
一

世
）、
そ
の
実
子
文
一
（
二
世
）
の
来
歴

な
ど
を
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
村
学
園
女
子
大
学
の
真
田
尊
光
准
教

授
に
は
「
宝
庫
を
開
く
―
足
立
文
化
へ
の

ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
―
」
と
題
し
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
館
の
元
専
門
員
で
も

あ
る
真
田
准
教
授
に
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ

足
立
区
に
こ
う
し
た
美
術
品
が
伝
来
し
て

い
る
の
か
、
発
見
の
前
提
と
な
る
地
元
の

郷
土
史
家
の
方
々
に
よ
る
研
究
の
紹
介
、

そ
し
て
、
史
料
保
存
に
対
す
る
博
物
館
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

先
生
方
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
後
、
休

憩
を
挟
ん
で
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
と

し
て
、
舩
津
文
渕
の
日
記
等
の
解
読
を
担

当
さ
れ
た
元
江
戸
東
京
博
物
館
学
芸
員
の

山
崎
尚
之
氏
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
文

渕
の
日
記
の
内
容
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
日
記
に
は
食
に
関
す
る
記
述

が
多
く
、
文
渕
が
甘
党
だ
っ
た
こ
と
や
、

文
渕
没
後
に
は
娘
が
引
き
継
い
で
日
記
を

書
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
画
業
関
係
の
記

述
も
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

報
告
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ス
タ
デ
ィ
デ
イ
を
通
じ
て
、

様
々
な
角
度
か
ら
足
立
の
文
化
に
つ
い
て

掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生

方
を
は
じ
め
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
方
々

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

西
加
平
神
社
新
社
殿
落
成

�

矢
　
沢
　
幸
一
朗　

　

五
月
二
十
六
日
、
西
加
平
神
社
の
社
殿

落
慶
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
六
町
駅
周
辺
の

再
開
発
事
業
の
た
め
に
一
時
閉
鎖
さ
れ
区

画
整
理
の
進
行
を
待
っ
て
い
た
西
加
平
神

社
の
社
殿
が
落
成
し
、
そ
の
披
露
を
兼
ね

た
落
慶
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
す
で
に

遷
座
式
は
済
ん
で
い
て
、
こ
の
日
は
町
内

の
人
々
や
近
隣
の
神
社
関
係
者
な
ど
を
招

い
て
の
お
披
露
目
で
し
た
。

右上：旧社殿
右下：新社殿
左上：落慶式典の様子

パネルディスカッションの様子


